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い
の
ち
の

は
じ
ま
り
の
旅

妊娠
・子
育て
・不
妊症
・性
・ジ
ェン
ダー
に

関す
る「
本を
読み

たい
」「
情報

を得
たい
」

と
い
う
場
合
は
…

〒
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0-
85
58

岡
山
市
北
区
鹿
田
町
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5-
1
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m
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65
38

ht
tp
://
w
w
w
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m
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/u
se
r/
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sa
n/

岡
山
大
学
医
学
部
保
健
学
科

リ
プ
ロ
カ
フ
ェ
 保
健
学
科
棟
2階

（
お
越
し
に
な
る
場
合
は
予
め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）
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山
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学
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「
子
ど
も
が
ほ
し
い
」

と
い
う
場
合
は
…

岡
山
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

「
不
妊
・
不
育
と
こ
こ
ろ
の
相
談
室
」

「
妊
娠
？
ど
う
し
よ
う
」

と
い
う
場
合
は
…

お
か
や
ま
妊
娠
・
出
産
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
妊
娠
・
安
心
相
談
室
」

子
宮

ふ
だ
ん
は
ニ
ワ
ト
リ
の
卵
ほ
ど
の
大
き
さ
で
す
が
、子
宮
内

膜
に
受
精
卵（
胚
）が
着
床
し
て
妊
娠
が
始
ま
る
と
、子
宮

は
出
産
ま
で
に
は
３
０
cm
以
上
に
も
大
き
く
な
り
ま
す
。赤

ち
ゃ
ん
を
守
り
、育
て
る
大
切
な
臓
器
で
す
。

月
経

卵
胞
か
ら
出
る
卵
胞
ホ
ル
モ
ン
で
子
宮
内
膜
は
厚
さ
を
増
し

て
い
き
ま
す
。排
卵
し
た
後
の
卵
胞
は
黄
体
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
黄
体
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌（
こ
の
ホ
ル
モ
ン
の
影
響

で
基
礎
体
温
が
上
昇
）、
受
精
卵
が
着
床
し
や
す
い
よ
う
に

子
宮
内
膜
を
整
え
ま
す
。受
精
卵
が
着
床
し
な
か
っ
た
と

き
、子
宮
内
膜
は
は
が
れ
落
ち
、体
外
に
排
出
さ
れ
リ
セ
ッ
ト

さ
れ
ま
す
。こ
れ
が
月
経
で
す
。

卵
管

排
卵
し
た
卵
子
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
運
び
ま
す
。た
ど
り

着
い
た
精
子
と
卵
子
が
受
精
す
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

排
卵

月
経
の
頃
か
ら
、左
右
の
卵
巣
内
の
原
始
細
胞
の
う
ち
、複

数
個
の
卵
胞
が
成
長
し
、中
に
入
っ
た
卵
子
も
成
熟
し
て
い

き
ま
す
。そ
の
う
ち
1個
だ
け
が
20
m
m
前
後
に
成
長
し
、

卵
巣
の
外
、お
腹
の
中
に
排
卵
し
ま
す
。排
卵
の
前
に
は
脳

下
垂
体
か
ら
急
激
に
LH
（
黄
体
形
成
ホ
ル
モ
ン
）が
分
泌

さ
れ
ま
す
。排
卵
を
予
測
す
る
た
め
に
尿
中
に
排
泄
さ
れ
た

LH
を
検
出
す
る
キ
ッ
ト
も
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

卵
巣

左
右
に
１
個
ず
つ
あ
り
、こ
こ
に
は
未
熟
な
卵
子
が
入
っ
た

原
始
卵
胞
が
蓄
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、女
性
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
も
行
っ
て
い
ま
す
。卵
巣
か
ら
の
ホ
ル
モ
ン
が
出
な

く
な
る
と
、子
宮
が
正
常
で
も
月
経
は
あ
り
ま
せ
ん
。

妊
娠
に
関
す
る

基
礎
ワ
ー
ド
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県
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孕
性
等
普
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啓
発
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グ
ラ
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作
成
事
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岡
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大
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科

岡
山
大
学
生
殖
医
療
技
術（
AR
T）
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

中
塚
幹
也

に
ん
 よ
う
 せ
い

に
ん
 よ
う
 せ
い

Yo
u 
Tu
be
で
動
画
配
信
中

「
リ
プ
ロ
ト
ー
ク
」 で
検
索

・
・
・

・
・
・

知
っ
て
お
き
た
い
シ
リ
ー
ズ

卵
管 卵
巣

子
宮
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近
年
、不
妊
症
で
悩
む
カ
ッ
プ
ル
が
増
え
て
お
り
、6
組
に

1組
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
は
、

晩
婚
化
に
伴
い
、年
齢
を
重
ね
て
か
ら
出
産
を
希
望
す
る

人
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

男
女
と
も
に
、年
を
重
ね
る
と
子
ど
も
を
授
か
る
カ
ッ
プ

ル
の
割
合
は
低
く
な
り
ま
す
。

年
齢
と
妊
娠
し
や
す
さ
の
関
係
を
、グ
ラ
フ
を
み
な
が
ら

理
解
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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体
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え
ば

、
高

率
に
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児
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と

誤
解

して
い

る
大

学
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が
多

い
こ
と
が

わ
か

る
ね

特
に

女
子

学
生

の
中

で
「
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齢
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がん等治療の診療科 がん等の診断・治療の説明
◇岡山県のパンフレット等を利用して説明
◇妊孕性温存の実施希望についての確認

【男性】（50音順）

精子凍結
●岡山二人クリニック（岡山市北区）
●倉敷中央病院（倉敷市）
●三宅医院（岡山市南区）

がん等の治療前に再度説明・意向確認

希望
あり

岡山県版 がん等の患者の妊孕性温存に関する
相談・紹介の流れ

岡
山
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
（
医
師
・
不
妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
看
護
師
・
助
産
師
・
心
理
士
等
）

妊孕性温存希望
なし

妊孕性温存希望
保留

妊孕性温存希望
あり

保留 希望なし

がん等治療の診療科で
機会ごとに説明・意向確認

がん等診療施設

説明困難
・不十分

相談
紹介

希望
あり 保留 希望

なし

説明依頼

説明
依頼

【男性】泌尿器科
【女性】産婦人科

連携連携

院内の相談窓口・カウンセリング

凍結保存実施できた例

凍結保存実施できなかった例

妊孕性温存の説明

説明・意向確認 実施希望 説明を聞いて希望せず

がん相談支援センター（50音順）
【拠点病院】岡山医療センター，岡山済生会総合病院，岡山赤十字病院，岡山大学病院，川崎医科大学附属病院，倉敷中央病院，津山中央病院
【地域がん診療病院】金田病院，高梁中央病院
【推進病院】岡山市立市民病院，岡山ろうさい病院，川崎医科大学総合医療センター，倉敷成人病センター

説明依頼

妊孕性温存施設

妊孕性温存の
説明がなかった
患者・家族

がん完治後の生殖医療でも
妊娠できなかった例

【女性】（50音順）

未受精卵子・受精卵凍結保存
●岡山大学病院（岡山市北区）
●岡山二人クリニック（岡山市北区）
●倉敷中央病院（倉敷市）
●三宅医院 (岡山市南区）

卵巣組織凍結保存
●岡山大学病院（岡山市北区）

連絡

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

院内で妊孕性温存紹介

保留

希望
なし

希望
あり

実施の依頼




